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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次 
第80期 

第３四半期連結累計期間 
第81期 

第３四半期連結累計期間 
第80期 

会計期間 
自 平成27年４月１日 
至 平成27年12月31日 

自 平成28年４月１日 
至 平成28年12月31日 

自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日 

売上高 （千円） 13,949,006 12,640,088 19,496,006 

経常利益 （千円） 193,897 107,829 665,968 

親会社株主に帰属する四半

期（当期）純利益又は純損

失（△） 

（千円） 36,671 △6,836 303,471 

四半期包括利益又は包括利

益 
（千円） △29,602 57,872 31,679 

純資産額 （千円） 14,363,651 14,068,190 14,424,790 

総資産額 （千円） 24,172,921 24,017,423 23,946,972 

１株当たり四半期（当期）

純利益金額又は純損失金額

（△） 

（円） 4.28 △0.80 35.39 

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 55.6 55.0 56.5 

 

回次
第80期

第３四半期連結会計期間
第81期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.74 6.50 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第81期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第80期第３四半期連結

累計期間及び第80期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、米国の景気が個人消費を中心に堅調さを維持する一方で、世界経

済の減速ならびに英国のＥＵ離脱問題や米国の大統領選挙の結果が及ぼす影響により総じて不透明さを増す中、

企業の設備投資に対する慎重姿勢が続き、足踏み状態で推移しました。 

この様な事業環境のなかで創立８０周年を迎えた当社グループは、年度初めから「東日本支店」の発足と「ブ

ロック制」の導入により販売体制を整備し、エリアごとの特徴に沿った顧客ニーズを深耕する営業活動を推進し

てまいりました。また、本部機構の改正により成長分野の開拓に積極的に取り組むとともに、前年度から強化し

ている生産性向上・コストダウン活動にも継続的に注力しております。 

当第３四半期連結累計期間の連結業績につきましては、受注減速の影響を受けて、売上高は12,640百万円(前年

同四半期比9.4％減)となりました。損益面につきましては、売上原価率は改善が進み69.4％（前年同四半期は

71.6％）となり、営業利益は59百万円（前年同四半期比46.2％減）となりました。また、経常利益は107百万円

（前年同四半期比44.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失は6百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属

する四半期純利益36百万円）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①計測制御機器 

売上高は4,912百万円(前年同四半期比3.1％減）、セグメント利益（営業利益）は748百万円（前年同四半期

比7.0％増）であります。 

②計装システム 

売上高は4,258百万円（前年同四半期比19.0％減）、セグメント利益（営業利益）は87百万円（前年同四半

期比82.8％減）であります。 

③センサ 

売上高は2,986百万円（前年同四半期比5.2％減）、セグメント利益（営業利益）は398百万円（前年同四半

期比25.2％減）であります。 

④その他 

修理・サービス等の売上高は483百万円（前年同四半期比2.3％増）で、セグメント利益（営業利益）は136

百万円（前年同四半期比495.9％増）であります。 
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(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて70百万円増加し、24,017百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ310百万円増加し、15,570百万円となりました。主な増減は、たな卸資

産の増加666百万円、現金及び預金の減少242百万円、受取手形及び売掛金の減少167百万円であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ240百万円減少し、8,447百万円となりました。主な増減は、有形固定

資産の減少140百万円、無形固定資産の減少148百万円であります。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて427百万円増加し、9,949百万円とな

りました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ160百万円増加し、6,831百万円となりました。主な増減は、支払手形

及び買掛金の増加115百万円、短期借入金の増加106百万円、賞与引当金の減少247百万円等であります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ266百万円増加し、3,117百万円となりました。主な増減は、長期借入

金の増加320百万円等であります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ356百万円減少し、14,068百万円とな

りました。主な増減は、利益剰余金の減少355百万円等であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。 

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は638百万円であります。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,820,000

計 23,820,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）

（平成28年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,560,116 9,560,116
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

100株であります。

計 9,560,116 9,560,116 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 9,560 － 4,292,027 － 4,017,909

 

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成28年９月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  985,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,515,200 85,152 －

単元未満株式 普通株式   59,416 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 9,560,116 － －

総株主の議決権 － 85,152 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式36株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在 
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社チノー
東京都板橋区熊野町32－８ 985,500 － 985,500 10.30

計 － 985,500 － 985,500 10.30

 
 
２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 
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第４【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２ 監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所により四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,403,994 3,161,907 

受取手形及び売掛金 6,059,374 ※ 5,891,836 

有価証券 97,775 － 

商品及び製品 1,461,926 1,682,518 

仕掛品 1,803,727 2,160,322 

原材料及び貯蔵品 1,864,875 1,954,666 

その他 599,145 735,233 

貸倒引当金 △31,162 △16,172 

流動資産合計 15,259,656 15,570,313 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,789,170 2,703,612 

その他 2,091,722 2,036,623 

有形固定資産合計 4,880,893 4,740,236 

無形固定資産    

のれん 116,296 93,561 

その他 888,849 763,523 

無形固定資産合計 1,005,146 857,084 

投資その他の資産    

その他 2,801,284 2,849,797 

貸倒引当金 △7 △7 

投資その他の資産合計 2,801,276 2,849,790 

固定資産合計 8,687,316 8,447,110 

資産合計 23,946,972 24,017,423 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,517,676 ※ 3,632,892 

短期借入金 1,804,876 1,911,760 

未払法人税等 79,049 144,299 

賞与引当金 490,094 243,056 

その他 779,460 ※ 899,467 

流動負債合計 6,671,156 6,831,476 

固定負債    

長期借入金 861,710 1,182,038 

退職給付に係る負債 1,502,280 1,401,480 

役員退職慰労引当金 259,580 301,867 

その他 227,455 232,370 

固定負債合計 2,851,026 3,117,756 

負債合計 9,522,182 9,949,233 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,292,027 4,292,027 

資本剰余金 4,053,230 4,053,230 

利益剰余金 6,602,636 6,247,195 

自己株式 △1,470,578 △1,484,484 

株主資本合計 13,477,316 13,107,968 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 77,860 147,162 

為替換算調整勘定 42,852 14,491 

退職給付に係る調整累計額 △69,216 △57,940 

その他の包括利益累計額合計 51,496 103,713 

非支配株主持分 895,977 856,508 

純資産合計 14,424,790 14,068,190 

負債純資産合計 23,946,972 24,017,423 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 13,949,006 12,640,088 

売上原価 9,989,402 8,773,592 

売上総利益 3,959,603 3,866,495 

販売費及び一般管理費    

給料手当及び賞与 1,684,207 1,691,485 

賞与引当金繰入額 99,752 97,291 

退職給付費用 93,282 99,639 

役員退職慰労引当金繰入額 35,683 42,287 

研究開発費 331,153 329,440 

その他 1,604,198 1,546,437 

販売費及び一般管理費合計 3,848,277 3,806,582 

営業利益 111,326 59,913 

営業外収益    

受取利息 19,248 11,527 

受取配当金 25,829 29,472 

売電収入 33,423 32,363 

その他 63,700 28,171 

営業外収益合計 142,201 101,535 

営業外費用    

支払利息 12,449 10,754 

金融関係手数料 8,806 6,872 

売電費用 24,383 21,465 

その他 13,990 14,528 

営業外費用合計 59,629 53,619 

経常利益 193,897 107,829 

特別利益    

投資有価証券売却益 1,769 10,654 

固定資産売却益 345 930 

その他 － 314 

特別利益合計 2,114 11,899 

特別損失    

固定資産処分損 3,999 3,844 

特別損失合計 3,999 3,844 

税金等調整前四半期純利益 192,013 115,884 

法人税等 108,213 90,725 

四半期純利益 83,799 25,159 

非支配株主に帰属する四半期純利益 47,127 31,996 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
36,671 △6,836 

 

- 10 -



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 83,799 25,159 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △6,003 69,301 

為替換算調整勘定 △124,976 △47,865 

退職給付に係る調整額 17,577 11,276 

その他の包括利益合計 △113,402 32,713 

四半期包括利益 △29,602 57,872 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △29,908 45,380 

非支配株主に係る四半期包括利益 305 12,492 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 ※四半期連結会計期間末日満期手形

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が当四半期連結

会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形 －千円 9,413千円

支払手形 － 268,579

流動負債「その他」（設備関係支払手形） － 12,242

 

 

  売上債権遡及義務

受取手形の一部を、債権流動化の目的で譲渡しております。その内、当社に遡及義務の及ぶ金額は、次のとおりで

あります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

  459,493千円 194,834千円 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。 

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成27年４月１日
至  平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成28年４月１日
至  平成28年12月31日）

減価償却費 683,583千円 637,531千円

のれんの償却額 37,633 22,735
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月14日

取締役会
普通株式 300,182 35.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日

取締役会
普通株式 342,997 40.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

計測制御 
機器 

計装 
システム 

センサ 計 

売上高            

外部顧客への売上高 5,068,229 5,259,436 3,148,981 13,476,648 472,357 13,949,006 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

－ － － － － － 

計 5,068,229 5,259,436 3,148,981 13,476,648 472,357 13,949,006 

セグメント利益 699,068 507,567 532,400 1,739,037 22,965 1,762,003 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおりま

す。 

  ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,739,037

「その他」の区分の利益 22,965

全社費用（注） △1,650,677

四半期連結損益計算書の営業利益 111,326

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

計測制御 
機器 

計装 
システム 

センサ 計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,912,876 4,258,093 2,986,106 12,157,077 483,011 12,640,088 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

－ － － － － － 

計 4,912,876 4,258,093 2,986,106 12,157,077 483,011 12,640,088 

セグメント利益 748,285 87,111 398,006 1,233,403 136,858 1,370,262 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおりま

す。 

  ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,233,403

「その他」の区分の利益 136,858

全社費用（注） △1,310,349

四半期連結損益計算書の営業利益 59,913

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（有価証券関係）

 該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

 該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
4円28銭 △0円80銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
  36,671   △6,836

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は四半期純損失金額（△）（千円）
  36,671   △6,836

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,575 8,573

（注）前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。また、当第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

  該当事項はありません。

 

 

- 16 -



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

株式会社チノー 

取締役会 御中 

 

監査法人大手門会計事務所 
 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 植 木 暢 茂   印 

 

 
指定社員

業務執行社員
  公認会計士 武 川 博 一   印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社チノー

の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成28

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社チノー及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 以 上

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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